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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（6）件

我々の生育するこの地球上には 1 千万種の生物種が生育していると考えられていますが、現在の所 150 万
種類が認知されているにすぎません。この地球上にはまだ見ぬ生物種のほうが多いのです。いったいどんな生
物種がいるのでしょうか？そもそも、それら多様な生物種はどのようにして多様化・進化してきたのでしょう
か？このような素朴な疑問を解決すべく、海洋植物を研究対象に系統・進化・分類に関する研究を行っています。
海洋植物は普段の生活では馴染みがなく、近年でも新属が見つかるなど陸上植物に比べて生物多様性の理解が
まだまだ進んでいない生物群で、多様性生物学にとって宝の山です。カサノリなど綺麗な種が多いことも魅了
的です。フィールドでの調査や培養実験・分子系統解析などで生物多様性の実体を把握し、それら生物多様性
を生み出した環境適応分子進化についてさらに詳細な研究を行っています。

・Satoshi Shimada, Naoko Yokoyama, Shogo Arai & Masanori Hiraoka. 2008.  Phylogeography of the genus 
Ulva (Ulvophyceae, Chlorophyta), with special reference to the Japanese freshwater and brackish taxa.  
Journal of Applied Phycology 20: 979-989.

・Etienne Jean Faye, Masayuki Uchimura, Satoshi Shimada, Tetsunori Inoue and Yoshiyuki Nakamura. 2008.  
Pseudocodium okinawense (Bryopsidales, Chlorophyta), a new species from Okinawa and the first report of 
the genus from eastern Asia.  European Journal of

・Etienne Jean Faye, Kazuhiro Kogame, Satoshi Shimada, Shigeo Kawaguchi & Michio Masuda. 2008.  New red 
alga Meristotheca imbricata (Solieriaceae, Gigartinales) from Japan.  Phycological Research 56: 115-126.

・Uchimura Masayuki, Etienne Jean Faye, Satoshi Shimada, Tetsunori Inoue & Yoshiyuki Nakamura. 2008.  
A reassessment of Halophila species (Hydrocharitaceae) diversity with special reference to Japanese 
representatives. Botanica Marina 51: 258-268.

・Ra&uacute;l Aguilar-Rosas, Luis E. Aguilar-Rosas, & Satoshi Shimada. 2008.  First record of Ulva pertusa 
Kjellman (Ulvales, Chlorophyta) in the Pacific coast of Mexico. Algae 23: 201-207.
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　◆メッセージ

植物形態学・植物形態学実習・植物学野外実習・植物系統進化学などを担当。光合成をおこないそれによっ
て酸素を発生する生物（陸上植物と藻類）を一般には植物と呼ぶ。それらはクロロフィル a をもつという共通
点を有するものの，その実体は互いに系統的にかけ離れ、形態的にも多様な生物の集合に過ぎない。植物の多
様性はどのようにしてもたらされたのか？　植物は生物界全体にどのように位置づけられるのか？　といった
疑問に対する答えを探りつつ，各植物群の形態的特徴およびそれぞれの類縁関係などについて概説する。

　海洋植物における生物多様性の現状を理解し、生物多様化に関わった分子進化を明らかにする。それと同時
に、絶滅危惧種などの海洋植物種の保全にも着手していきたい。

　一緒に、海洋植物の進化の謎にチャレンジしましょう！




